
（
免
許
の
取
消
し
の
公
告
）

（
免
許
の
取
消
し
の
公
告
）

第
六
条
の
二

法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
あ

つ
て
は
官
報
で
、
都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
当
該
都
道
府
県
の
公
報
又
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
そ
の
他

の
適
切
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
二

法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
あ

つ
て
は
官
報
で
、
都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
当
該
都
道
府
県
の
公
報
又
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
そ
の
他

の
適
切
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
登
録
の
抹
消
）

（
登
録
の
抹
消
）

第
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
第
六
条
第
四
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
登
録
を
抹
消
し
、
そ
の
名
簿
に
抹
消
の
事
由
及
び
年
月
日
を
記
載
す
る
。

第
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
第
六
条
第
三
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
登
録
を
抹
消
し
、
そ
の
名
簿
に
抹
消
の
事
由
及
び
年
月
日
を
記
載
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
規
定
の
適
用
）

（
規
定
の
適
用
）

第
九
条
の
七

中
央
指
定
登
録
機
関
が
法
第
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
登
録
等
事
務
を
行
う
場

合
に
お
け
る
第
一
条
の
三
、
第
一
条
の
四
第
一
項
、
第
二
条
、
第
四
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
六
条
第
五
項
、

第
七
条
及
び
第
九
条
の
二
か
ら
第
九
条
の
五
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
国
土
交

通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
中
央
指
定
登
録
機
関
」
と
、
第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
号
書
式
に
よ
る
一
級
建
築
士

免
許
証
」
と
あ
る
の
は
「
一
級
建
築
士
免
許
証
明
書
」
と
、
第
四
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
三
項
並
び
に

第
五
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
二
項
中
「
免
許
証
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
」
と
、
第
四
条
の
二
第
一
項

中
「
免
許
証
の
書
換
え
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の
書
換
え
交
付
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
五

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
明
書
」
と
、
第
五
条
第
三
項
中
「
免
許
証
の
再
交
付
」
と

あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の
再
交
付
」
と
、
第
七
条
第
一
項
中
「
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
第
六
条
第
四

項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
が
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
建
築
士
法
に
基

づ
く
中
央
指
定
登
録
機
関
等
に
関
す
る
省
令
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に

係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
交
付
を
受
け
た
場
合
」
と
、
第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
十
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
二
項
」
と
、
同

条
第
二
項
中
「
告
示
」
と
あ
る
の
は
「
公
示
」
と
、
第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
法
第
十
条
の
二
の
二
第
一
項
又

は
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十

条
の
二
の
二
第
一
項
又
は
同
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
号
の
三
書
式
に
よ
る
構
造
設
計
一
級
建

築
士
証
又
は
第
三
号
の
四
書
式
に
よ
る
設
備
設
計
一
級
建
築
士
証
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
設
計
一
級
建
築
士
証

又
は
設
備
設
計
一
級
建
築
士
証
」
と
、
第
九
条
の
四
第
二
項
中
「
法
第
十
条
の
二
の
二
第
四
項
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
十
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
条
の
二
の
二
第
四
項
」と
す
る
。

第
九
条
の
七

中
央
指
定
登
録
機
関
が
法
第
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
登
録
等
事
務
を
行
う
場

合
に
お
け
る
第
一
条
の
二
第
一
項
、
第
二
条
、
第
四
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
六
条
第
四
項
、
第
七
条
及
び
第

九
条
の
二
か
ら
第
九
条
の
五
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ

る
の
は
「
中
央
指
定
登
録
機
関
」
と
、
第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
号
書
式
に
よ
る
一
級
建
築
士
免
許
証
」
と
あ

る
の
は
「
一
級
建
築
士
免
許
証
明
書
」
と
、
第
四
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
三
項
並
び
に
第
五
条
の
見
出

し
及
び
同
条
第
二
項
中
「
免
許
証
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
」
と
、
第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
免
許
証
の

書
換
え
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の
書
換
え
交
付
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
五
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
免
許
証
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第

五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
明
書
」
と
、
第
五
条
第
三
項
中
「
免
許
証
の
再
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免

許
証
明
書
の
再
交
付
」
と
、
第
七
条
第
一
項
中
「
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
第
六
条
第
三
項
の
届
出
が
あ

つ
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
が
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
建
築
士
法
に
基
づ
く
中
央
指
定

登
録
機
関
等
に
関
す
る
省
令
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
の
交
付
を
受
け
た
場
合
」
と
、
第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
十
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
二
項
」
と
、同
条
第
二
項
中「
告

示
」
と
あ
る
の
は
「
公
示
」
と
、
第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
法
第
十
条
の
二
の
二
第
一
項
又
は
同
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
十
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
条
の
二
の
二
第
一

項
又
は
同
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
号
の
三
書
式
に
よ
る
構
造
設
計
一
級
建
築
士
証
又
は
第
三

号
の
四
書
式
に
よ
る
設
備
設
計
一
級
建
築
士
証
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
設
計
一
級
建
築
士
証
又
は
設
備
設
計
一

級
建
築
士
証
」
と
、
第
九
条
の
四
第
二
項
中
「
法
第
十
条
の
二
の
二
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
条
の
十

九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
条
の
二
の
二
第
四
項
」
と
す
る
。

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
建
築
士
事
務
所
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
二
十
条
の
二
の
二

法
第
二
十
三
条
の
四
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に

よ
り
建
築
士
事
務
所
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
四
条

法
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
整

備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大

臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
二
十
四
条

法
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
整

備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大

臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

二
の
二

法
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
の
届
出
に
あ

つ
て
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
提
出
を
含
む
。）を
受
理
す
る
こ
と
。

二
の
二

法
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
の
届
出
に
あ

つ
て
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
提
出
を
含
む
。）を
受
理
す
る
こ
と
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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